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No.１０６ ２０２０年 １月１３日（月）

日本共産党鴻巣市議会議員

諏訪 三津枝
ＷＥＢで すわみつえ

ホームページで、すわみつえ
の政策とお約束をご紹介します。

毎週朝 駅頭においてホットなニュース「すわみつえ通信」をお届けします。
（月）吹上駅南口 （火）北鴻巣駅東口 （水）北鴻巣駅西口 （木）吹上駅北口 （金）鴻巣駅西口

昨
年
は
、
大
学
入
試
改
革
を
め
ぐ
り
、
民

間
資
格
試
験
の
導
入
と
、
国
語
と
数
学
へ
の

記
述
式
問
題
の
導
入
が
、と
も
に
延
期
と
な

り
ま
し
た
。
高
校
生
が
反
対
の
声
を
あ
げ
、

そ
の
声
を
受
け
た
野
党
が
共
同
で
政
府
に

迫
っ
た
こ
と
が
見
直
す
結
果
と
な
っ
た
の
で

す
。
お
か
し
い
と
思
う
こ
と
に
声
を
あ
げ
る

こ
と
が
政
治
を
変
え
る
大
き
な
力
だ
と
思

い
ま
す
。

若
い
人
の
み
ず
み
ず
し
い
感
性
の
発
言

を
聴
く
機
会
と
な
っ
た
成
人
式
で
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
・
自
主
防
災
会
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
臨
席
い
た
し
ま
し
た
。
台
風
19
号
の
時
は

消
防
団
の
活
動
も
大
変
大
き
か
っ
た
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

鴻
巣
市
成
人
式
は
１
月
１
２
日（
日
）
に
、

「
ク
レ
ア
こ
う
の
す
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
長
・
恩
師
の
教
育
関
係
者
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
県
・
市
議
会
議
員
も
臨
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
新
成
人
は
１
，１
２
２
人
で
す
。
式
典

で「
３
・
１
１
の
震
災
時
に
、
先
生
の
落
ち
着
い

た
避
難
指
導
を
体
験
し
、教
師
を
目
指
す
こ
と

に
し
た
。
地
域
社
会
と
か
か
わ
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
。
」「
日
々
学
習
し
て
社
会
貢
献
し
た

い
。
」
と
代
表
２
名
が
成
人
の
抱
負
を
発
言
さ

れ
ま
し
た
。

発
言
を
聞
き
、
若
者
が
希
望
を
語
れ
る
、
夢

が
持
て
る
社
会
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。 新

成
人
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

成人式会場へ向かう新成人の皆さん＝1月12日（日）

クレアこうのす前で宣伝活動＝1月12日（日）

消
防
団
出
初
式

１
月
１
２
日（
日
）
午
前
８
時
、
鴻
巣
市
役

所
駐
車
場
に
て
鴻
巣
市
の
第
１
分
団
か
ら

第
19
分
団
ま
で
３
２
７
名
の
団
員
の
出
初
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出初式で分列行進する団員＝1月12日（日）



在
日
米
軍
は
日
本
を
守
る
か

隊
は
、
日
本
の
防
衛
に
は
充
て
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
れ
は
米
第
７
艦
隊
の

即
応
海
兵
隊
で
あ
り
、
同
艦
隊
の
通

常
作
戦
区
域
で
あ
る
西
太
平
洋
、
イ

ン
ド
洋
の
ど
の
場
所
に
も
配
備
さ

れ
る
」
と
証
言
。
在
沖
縄
海
兵
隊
は

88
年
、
現
在
の
「
第
３
海
兵
遠
征
軍
」

に
改
組
し
、
海
外
へ
の
侵
攻
能
力
を

飛
躍
的
に
強
化
し
ま
し
た
。

90
～
91
年
の
湾
岸
危
機
・
湾
岸
戦

争
で
は
８
０
０
０
人
が
中
東
に
投
入

さ
れ
、２
０
０
４
年
に
は
イ
ラ
ク
・
フ
ァ

ル
ー
ジ
ャ
の
最
前
線
で
２
度
に
わ
た

り
凄
惨
な
「
対
テ
ロ
」
戦
争
を
繰
り

広
げ
、６
０
０
０
人
と
も
言
わ
れ
る

住
民
虐
殺
に
加
担
し
ま
し
た
。

１
９
５
１
年
９
月
に
最
初
の
安
保

条
約
が
結
ば
れ
た
の
は
、①
ソ
連
や

中
国
を
念
頭
に
、日
本
全
土
を
米
本

土
の
「
防
衛
ラ
イ
ン
」
と
す
る
た
め

②
５
０
年
６
月
に
開
戦
し
た
朝
鮮
戦

争
へ
の
出
撃
拠
点
と
し
て
、
日
本
全

土
を
基
地
に
す
る
た
め
ー
で
あ
る

こ
と
が
、
米
側
の
解
禁
文
書
に
繰
り

返
し
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
、
旧
安
保
条
約
で
は
「
日
本

国
内
及
び
そ
の
附
近
に（
米
軍
を
）

配
備
す
る
権
利
を
、
日
本
国
は
、
許

与
」（
第
１
条
）す
る
と
あ
る
だ
け
で
、

米
国
の
「
日
本
防
衛
」
義
務
は
明
確

に
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
７
８
年
、
初
め
て
策
定
さ
れ

た
日
米
軍
事
協
力
の
指
針（
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
）
を
契
機
と
し
た
日
米
共
同

作
戦
計
画
を
め
ぐ
り
、
当
時
の
カ
ー

タ
ー
米
政
権
は
自
衛
隊
の
軍
事
分

担
を
大
幅
に
拡
大
し
、
在
沖
縄
海
兵

隊
を
「
日
本
防
衛
」
か
ら
除
外
す
る

方
針
を
決
定
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
米
国
防
総
省
が
２
０

１
７
年
に
公
表
し
た
歴
史
書（
１
９

７
７
年
～
81
年
版
）
な
ど
に
経
緯
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
沖
縄
県
で
の
海
兵
隊
駐

留
は「
日
米
同
盟
の
実
効
性
を
確
実

に
し
、
抑
止
力
を
高
め
る
」
と
説
明

し
、同
県
名
護
市
辺
野
古
の
新
基
地

建
設
を
強
行
し
て
い
ま
す
が
、
も
と

も
と
沖
縄
の
海
兵
隊
は
地
球
規
模

の
“殴
り
こ
み
”
部
隊
で
あ
り
、
日
本

の
平
和
や
安
定
と
は
無
関
係
で
す
。

海
兵
隊
の
「
日
本
防
衛
」
か
ら
の
除

外
方
針
の
決
定
は
、
そ
の
裏
付
け
と

な
る
重
要
な
事
実
で
あ
り
、辺
野
古

新
基
地
建
設
に
何
の
大
義
も
な
い

こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
国
防
長
官
は

82
年
４
月
、
米
上
院
歳
出
委
員
会
に

提
出
し
た
書
面
で
、「
沖
縄
の
海
兵

安保改定
60年

「
抑
止
力
」
根
拠
な
し

米
国
防
総
省
文
書
に
明
記

在沖海兵隊

「
対
米
従
属
国
家
・
日
本
」の
根
幹

に
あ
る
日
米
安
保
条
約
は
１
月
19

日
、
改
定
か
ら
60
年
を
迎
え
ま
す
。

戦
後
75
年
た
っ
た
今
な
お
、
日
本
に

は
78
も
の
米
軍
専
用
基
地
が
お
か

れ
、
そ
の
面
積
の
７
割
が
集
中
す
る

沖
縄
県
で
は
、
世
界
で
も
類
の
な
い

過
剰
な
基
地
負
担
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

中
東
へ
の
出
撃
に
も

７
５
年
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
後
、

在
日
米
軍
は
太
平
洋
か
ら
中
東
ま

で
を
視
野
に
入
れ
た
侵
略
能
力
の

強
化
に
突
き
進
み
、「
日
本
防
衛
」と

は
ま
す
ま
す
無
縁
に
な
っ
て
い
ま
す
。

９
１
年
の
湾
岸
戦
争
や
２
０
０
０

年
代
の
イ
ラ
ク
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

へ
の
先
制
攻
撃
戦
争
で
は
、
在
日
米

軍
の
多
く
が
動
員
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
の
一
撃
を
放
っ
た

の
は
、
横
須
賀
基
地
の
イ
ー
ジ
ス
艦

で
し
た
。
在
日
米
軍
基
地
は
文
字
通

り
、
地
球
規
模
の
出
撃
拠
点
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在

は
米
国
の
対
中
戦
略
の
足
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

朝日新聞 2018年7月2日付

しんぶん赤旗

1月6日付から
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